
鹿の子C遺跡（石岡市）
　　　　　　鹿の子C遺跡は常陸風土記の丘に、鹿の子史跡公園として復元整備されている



奈良時代、蝦夷征討の武器製作の兵站基地であった鹿の子Ｃ遺跡/東北地方の平定に関連して造られた官営工房で、溝に
囲まれた掘立柱建築遺構と、国内から集められた工人の住む竪穴式住居、それに作業場となった長屋状竪穴遺構が計画的
に造られているのが明らかにされたと云う/説明板が立ち並ぶ



鹿の子遺跡は、常磐自動車道の建設に伴い、昭和54年11月か
ら昭和57年2月までの間に、約1万7000平方メートルが発掘調査
された。発掘調査により、溝で区画された中から、竪穴式住居跡
69軒、連房式竪穴遺構5棟、掘立柱建物跡31棟、工房跡19基な
どが発見された。また、この調査で土器、墨書土器、鉄・銅製品、
瓦、漆紙文書など多量の遺物が出土した。特に漆紙文書は、長
岡京跡（京都府）や多賀城跡（宮城県）で出土したものより多量
で、内容も出挙帳、人口集計文書、兵士自備戎具の簡閲簿など
全国で初めて発見されたものもあり、奈良時代から平安時代初
期にかけての行政や民衆の生活を知る上で、きわめて貴重な文
書である。

鹿の子遺跡は、発見された遺構や出土品から、鉄製品を中心に
製造していた国衙工房跡と考えられ、「地下の正倉院」と呼ぶに
ふさわしい貴重な遺跡である。

昭和60年1月　　 石 岡 市 教 育 委 員 会
石岡市文化財保護審議会

　　（現地説明板より）



出土した漆紙文書から判読できた年号は749年～795年頃で、奈良時代から平安時代前半にかけて営まれた遺跡であり、8世紀の後半から
始まった蝦夷征討の基地として重要な位置を占める国衙工房的機能を有した遺跡であったと云う



さて、その遺構を巡ってみよう （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/ADv9PduMK7g


①　2号連房式竪穴遺構





竪穴式建物でこんなに長いのは珍しい・・・



内部の様子 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/0ZagEH41oz4


②　5号連房式竪穴遺構





➂　SＸ-01・1号工房





④　ＳI-145号





⑫　SB-5号





⑬　SB-4号





⑪　SB-28号
これは高床式倉庫





⑨　SB-10号





⑩　SB-9号





⑧　SB-11号



　　　　劣化していて良く読めない



⑦　SB-20号





⑥　SB-16号



　　　　　微かにSB-16号と読める



⑤　SB-6号
官衙ブロックの入口になる瑞蘺門 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/PH-nf7mShW8




傍には古代家屋復元広場もあった （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/SvQnnpfh9MY


縄文時代住居









弥生時代住居





奈良・平安時代住居





鎌倉時代住居





江戸時代住居







（クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/wTBGCLR6OMc


　　　　　その一角には「地蔵窪貝塚」が復元されていた





さて、ここはその手前にある展示館 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/C89dz5Uq3DQ


　　鹿の子遺跡に関する展示があった





　　　　　鹿の子遺跡全景



　これが漆紙文書



　　舟塚山古墳に関する展示もあった



　　さて、展示館を出ると近くにこんなものが・・・ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/W6rE9rcogow


　　　　　　正面は駐車場の近くにある旧内田家長屋門



　　江戸時代後期の建物らしい/奥の建物は旧坂家住宅（同じく江戸時代後期）





これは前方右手に鹿の子史跡公園のエリアを見たところ （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/dOgRSrlIdPQ


　　そこで後ろを振り向くと、染谷古墳群と記された表示板と説明板が目に入った



　　　劣化していて良く読めない・・・



　　　　そこで右手を見ると、もろ古墳が・・・/円墳のようだ



　その古墳の左手を少し奥に入ってみる



　　すぐに左手に古墳がある/7世紀代の築造と云うが・・・



　　　　　右手を見るとここにも古墳がある/まだ奥にもありそうだったが、時間切れでここまで・・・
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